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昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
年
）
以
来
、
四
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
成
城
大
学
で
日
本
史
学
の
教
育
・
研
究
に
当
た

っ
て
こ
ら
れ
た
吉
原
健
一
郎
先
生
が
、
本
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
三
月
末
日
を
も
っ
て
成
城
大
学
を
定
年
退
職

さ
れ
た
。
吉
原
先
生
の
退
職
に
当
た
り
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
並
び
に
文
芸
学
部
文
化

史
学
科
で
と
も
に
学
び
・
研
究
を
し
て
き
た
者
の
論
考
を
集
め
た
論
集
が
、
こ
の
た
び
刊
行
す
る
『
日
本
常
民
文
化
研

究
―
吉
原
健
一
郎
教
授
退
任
記
念
号
』
で
あ
る
。

大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
主
任
と
し
て
本
記
念
号
の
ま
と
め
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
は
言
え
、
成
城

大
学
に
着
任
し
て
一
〇
年
に
も
満
た
ず
、
吉
原
先
生
が
ご
専
門
と
す
る
日
本
史
学
に
も
疎
い
私
（
上
杉
）
が
、
こ
の

「
献
辞
」
の
中
で
、
吉
原
先
生
の
研
究
・
教
育
業
績
や
人
柄
を
過
不
足
な
く
紹
介
す
る
こ
と
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
そ

こ
で
、
数
年
間
身
近
に
接
し
た
ご
く
私
的
な
観
点
か
ら
吉
原
先
生
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
私
の
「
献
辞
」
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

吉
原
先
生
は
東
京
教
育
大
学
並
び
に
大
学
院
で
日
本
史
学
を
学
ば
れ
た
後
、
二
〇
年
近
く
に
わ
た
り
静
岡
県
清
水
市

や
東
京
都
公
文
書
館
で
資
料
編
纂
や
研
究
に
当
た
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
間
、
埃
に
埋
も
れ
た
古
文
書
と
格
闘
す
る
日
々

が
続
き
、
そ
れ
が
原
因
で
若
く
し
て
肺
気
腫
を
患
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。「
肺
気
腫
と
い
う
の
は
ね
、
上
杉
さ
ん
、

昔
は
、
埃
だ
ら
け
の
文
献
資
料
を
相
手
に
す
る
歴
史
学
者
が
も
ら
う
勲
章
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
、
何
の

一



気
負
い
も
な
く
お
っ
し
ゃ
る
吉
原
先
生
に
、「
こ
の
人
は
本
当
に
歴
史
学
が
好
き
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
。
肺
気
腫
を
患
う
ほ
ど
に
資
料
を
読
み
込
ん
だ
成
果
は
、
東
京
都
公
文
書
館
時
代
の
終
わ
り
に
は
、『
江
戸

の
情
報
屋
』（
一
九
七
八
）
や
『
江
戸
の
町
役
人
』（
一
九
八
〇
）
等
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
吉
原
先
生
は
江
戸
の
庶
民
文
化

を
独
自
の
視
点
か
ら
捉
え
る
「
吉
原
史
学
」
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
年
）
に
成
城
大
学
に
移
ら
れ
、
本
年
（
二
〇
〇
九
年
）
ま
で
、
二
六
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
並
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
に
お
い
て
教
育
・
研
究
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
。
成
城
大
学
へ
着
任
直
後
か
ら
、『
江
戸
学
事
典
』（
一
九
八
四
）
や
『
江
戸
東
京
事
典
』（
一
九
八
七
）

を
編
集
さ
れ
る
な
ど
、
以
前
に
も
ま
し
て
精
力
的
に
教
育
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
吉
原
先
生
の
研
究
意
欲

は
衰
え
を
知
ら
ず
、
江
戸
の
落
書
や
銭
相
場
な
ど
、
次
々
と
新
し
い
研
究
分
野
を
開
拓
さ
れ
て
き
た
。
近
年
も
、『
江

戸
の
銭
と
庶
民
の
暮
ら
し
』（
二
〇
〇
三
）
を
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
私
ど
も
同
僚
教
員
の
み
な
ら
ず
、
学
部
学
生
や
大
学

院
生
た
ち
に
対
し
て
も
常
に
刺
激
を
与
え
続
け
て
下
さ
っ
た
。

教
育
に
お
い
て
は
、
吉
原
先
生
は
成
城
大
学
着
任
当
初
の
四
〇
歳
代
半
ば
か
ら
「
大
人
の
風
格
」
を
醸
し
出
し
、
面

倒
見
の
良
さ
も
相
俟
っ
て
吉
原
ゼ
ミ
は
つ
ね
に
「
満
員
御
礼
状
態
」
で
あ
っ
た
。
見
る
か
ら
に
「
や
ん
ち
ゃ
」
と
お
ぼ

し
き
学
生
た
ち
が
吉
原
先
生
に
い
た
く
懐
い
て
い
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
時
と
し
て
や
さ
し
く
、
時
と
し
て
厳
し
い
先

生
の
「
人
徳
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
原
先
生
は
大
学
運
営
に
お
い
て
も
数
多
く
の
重
責
を
全
う
さ
れ
た
。
成
城
大
学
着
任
後
し
ば
ら
く
し
て
就
任
し
た

二



文
芸
学
部
文
化
史
学
科
主
任
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
大
学
院
日
本
常
民
文
化
専
攻
主
任
、
学
生
部
長
、
民
俗
学
研
究

所
長
、
大
学
院
文
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
成
城
学
園
の
評
議
員
も
長
ら
く
務
め
ら
れ
、

大
学
の
み
な
ら
ず
、
幼
稚
園
や
小
・
中
・
高
校
等
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。

な
お
、
吉
原
健
一
郎
先
生
の
成
城
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
・
運
営
等
に
関
す
る
長
年
の
貢
献
に
対
し
て
、
本
平

成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
一
日
付
で
「
成
城
大
学
名
誉
教
授
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き

た
い
。

さ
て
、
最
後
に
、
成
城
大
学
文
化
史
学
科
並
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
の
入
学
式
や
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
な
ど
各

種
の
行
事
、
儀
式
に
お
い
て
恒
例
と
な
っ
て
い
た
吉
原
先
生
直
伝
の
「
一
本
締
め
」
に
て
私
の
拙
い
「
献
辞
」
を
締
め

く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
は
、
私
が
成
城
大
学
に
着
任
し
て
以
来
幾
度
と
な
く
聞
い
て
き
た
、
吉
原
先
生
の
関
東
一
本
締
め
の
前
口
上
を

再
現
し
た
も
の
で
あ
る
（
大
筋
は
間
違
っ
て
い
な
い
は
ず
で
す
）。

皆
さ
ん
は
手
締
め
と
い
う
も
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
！
　
と
い
う
手
打
ち
の
こ
と
で
す
。

で
、
皆
さ
ん
が
良
く
知
っ
て
い
る
手
締
め
は
、
こ
の
手
打
ち
を
三
回
ほ
ど
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
本
締
め

と
言
わ
れ
ま
す
。
私
が
今
日
皆
さ
ん
に
披
露
す
る
の
は
、
こ
の
三
本
締
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
一
本
締
め
と
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い
う
や
つ
で
す
。
手
打
ち
を
一
回
だ
け
や
る
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
関
東
一
本
締
め
は
、
私
の
東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
科
時
代
の
恩
師
・
西
山
松
之
助
先

生
が
、
江
戸
は
浅
草
の
町
火
消
し
・
新
門
辰
五
郎
直
伝
の
手
打
ち
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
代
物
で
す
。
江
戸
の
町

火
消
し
新
門
辰
五
郎
は
長
命
で
、
明
治
時
代
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
ん
で
す
な
。
そ
れ
で
私
の
恩
師
が
、
そ

の
新
門
辰
五
郎
直
伝
の
関
東
一
本
締
め
を
教
わ
っ
た
。
そ
の
一
本
締
め
を
、
私
が
教
わ
っ
た
と
、
こ
う
い
う
訳
で

す
。こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
の
関
東
一
本
締
め
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
皆
さ
ん
に
、「
お
手
を
拝
借
、
イ
ヨ
ー
オ
！
」
と
声
を
か
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
は
、
そ
こ
で
、
こ
う
、

シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
！
　
と
や
る
。
い
い
で
す
か
。
シ
ャ
シ
ャ

シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
！
　
と
、
一
回
だ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
間
違
っ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
あ
困
る
ん
で
す
が
、
手
打
ち
を
一
回
だ
け
す
る
か
ら
一
本
締
め
だ
と
勘
違

い
し
て
い
る
人
が
い
る
。「
イ
ヨ
ー
オ
！
　
パ
シ
ャ
」
と
い
う
や
つ
で
す
。
こ
れ
は
本
当
の
関
東
一
本
締
め
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
関
東
一
発
と
言
っ
て
、
品
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
や
る
の
は
、
新
門

辰
五
郎
直
伝
の
、
そ
の
ま
た
直
伝
の
、
ほ
ん
も
の
の
関
東
一
本
締
め
で
す
。

で
は
、
前
口
上
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
新
門
辰
五
郎
の
直
伝
で
、
吉
原
先
生
を
通
し
て
成
城
大
学
文
芸
学
部
文
化

四



史
化
並
び
に
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
関
東
一
本
締
め
で
、
こ
の
「
献
辞
」
を

締
め
く
く
る
こ
と
と
す
る
。

吉
原
健
一
郎
先
生
の
成
城
大
学
ご
退
職
に
際
し
、
吉
原
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

一
、
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
、

お
手
を
拝
借
！

二
、
イ
ヨ
ー
オ
！

シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
！

三
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パ
チ
パ
チ
パ
チ
…
（
拍
手
）

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
杉
富
之

五


